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このマニュアルについて
こ のマニュ アルは、SQL ステー ト メ ン ト （JDBC） 実行用の Java API を使用

する  Pervasive PSQL アプ リ ケーシ ョ ンを開発する ための手引書です。
vii



このマニュアルの読者

こ のマニュ アルは、 SQL ステー ト メ ン ト （JDBC） 実行用の Java API を使

用する  Pervasive PSQL アプ リ ケーシ ョ ンを開発するユーザーを対象と し て

います。
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このマニュアルの構成

こ の 『JDBC Driver Guide』 では、 まず新機能の概要を述べ、 次にその詳細

が記載される章への リ ン ク を示し ます。 章の構成は以下の とお り です。

第 1 章 「Pervasive JDBC ド ラ イバーの概要」

こ の章では、 Pervasive リ レーシ ョ ナル データベース  エンジンを使用

し た Java プロ グ ラ ミ ングのための JDBC API について概説し ます。

第 2 章 「Pervasive JDBC 2 ド ラ イバーを使用し たプロ グ ラ ミ ング」

こ の章では、 Pervasive リ レーシ ョ ナル データベース  エンジンを使用

し た Java プロ グ ラ ミ ングのための JDBC API について概説し ます。

第 3 章 「JDBC API の リ フ ァ レ ン ス」

こ の章では、 JDBC API の リ フ ァ レ ン スへの リ ン ク について説明し ま

す。

こ のマニュ アルの巻末には索引が用意されています。
ix



表記上の規則

特段の記述がない限り、 コマンド構文、 コード、 およびコード例では、 以下の

表記が使用されます。

大文字小文字の

区別

通常、 コマン ド と予約語は、 大文字で表記されます。 本書で

別途記述がない限 り 、 これらの項目は大文字、 小文字、 あ る

いはその両方を使っ て入力で き ます。 た と えば、 MYPROG、

myprog、 または MYprog と 入力する こ と ができ ます。

太字 太字で表示 さ れる単語には次の よ う な も のがあ り ます。 メ

ニュー名、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス名、 コマン ド、 オプシ ョ ン、

ボタ ン、 ステー ト メ ン ト など。

固定幅フ ォ ン ト 固定幅フ ォ ン ト は、 コマン ド構文など、 ユーザーが入力する

テキス ト に使われます。

[ ] 省略可能な情報には、 ［log_name］ の よ う に、 角かっ こ が使

用されます。 角かっ こ で囲まれていない情報は必ず指定する

必要があ り ます。

| 縦棒は、 [file name | @file name] のよ う に、 入力する情報の選

択肢を表し ます。

< > ＜＞ は、 /D=<5|6|7> のよ う に、 必須項目に対する選択肢

を表し ます。

変数 file name のよ う に斜体で表されている語は、 適切な値に置き

換え る必要のあ る変数です。

. . . ［parameter. . .］ のよ う に、 情報の後に省略記号が続 く 場合は、

その情報を繰 り 返し使用でき ます。

::= 記号 ::= は、 あ る項目が別の項目用語で定義されている こ と

を意味し ます。 た と えば、 a::=b は、 項目 a が b で定義されて

いる こ と を意味し ます。
x



1
Pervasive JDBC ド ラ イバーの
概要
Pervasive の JDBC 開発サポー ト の概要

こ の章では、 Pervasive の JDBC イ ン ターフ ェ イ スについて説明し ます。 以

下の項目が含まれます。

「Pervasive PSQL JDBC サポー ト 」

「Pervasive JDBC 2 ド ラ イバー」

「Pervasive JDBC ド ラ イバーの制限」
1



Pervasive JDBC ド ラ イバーの概要
Pervasive PSQL JDBC サポー ト

JDBC は、Java プロ グ ラ マが Java を使用し てデータベース  アプ リ ケーシ ョ

ン と イ ン ターネ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンの開発に使用する標準 API です。

JDBC は、 バージ ョ ン 1.1 以上の Sun Microsystems の Java Developer Kit に
付属 し ています。 JDBC は、 開発者が Java プ ロ グ ラ ミ ン グ言語を用いた

SQL ベースのデータベース  アプ リ ケーシ ョ ン開発に使用でき る イ ン ター

フ ェ イ ス を中心に構成されているパッ ケージです。

JDBC は Java の ODBC に相当する も のであ り 、 ODBC データベース と リ

レーシ ョ ナル データベースの大き な影響を受けます。

JDBC API の詳細については Web サイ ト  java.sun.com を参照し て く ださ い。

JDBC の条件

Pervasive JDBC ド ラ イバーは Pervasive PSQL と共に動作し ます。 サーバー

またはワーク グループ エンジンを使用する こ と ができ ます。

JDBC の機能

以下は、 Pervasive JDBC ド ラ イバーの機能についての概略です。

100% Java 対応

JDBC 2 対応、 タ イプ 4 ド ラ イバー

ス レ ッ ド  セーフ  オペレーシ ョ ンをサポー ト し ます。

READ_COMMITTED、 SERIALIZABLE などの Pervasive PSQL エンジ

ンがサポー ト する ト ラ ンザク シ ョ ン分離レベルをサポー ト し ます。

ネ ッ ト ワーク  ア ク セス を減らすために結果セ ッ ト のキ ャ ッ シ ュ登録

を行います。

longvarbinary データ型 （2 GB まで） でバイナ リ  データ をサポー ト し ま

す。

longvarchar データ型 （2 GB まで） で long char 型データ をサポー ト し

ます。

パラ メ ーターでス ト ア ド  プロ シージャ をサポー ト し ます。

セキ ュ リ テ ィ を提供する ために接続文字列を暗号化し ます。

追加されたセキ ュ リ テ ィ のデコード に不可欠なネイ テ ィ ブ バイナ リ

形式でサーバーと ク ラ イ アン ト の間のデータ  フ ローを伝送し ます。
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Pervasive JDBC 2 ド ラ イバー
Pervasive JDBC 2 ド ラ イバー

JDBC 2 API が Pervasive PSQL でサポー ト されています。 JDBC バージ ョ ン

2 には、 JDK バージ ョ ン 1.2 以上が付属し ています。 Pervasive JDBC ド ラ イ

バーは、 こ の JDBC 2 標準をオプシ ョ ンのパッ ケージ も含めてサポー ト し

ます。

仕様

Pervasive JDBC ド ラ イバーは、 純粋な Java タ イプ 4 のネ ッ ト  プロ ト コル

ベース  ド ラ イバーです。 これは中核の JDBC 2.x の条件に適合し ています。

こ の ド ラ イバーは機能が ODBC ク ラ イ アン ト  ド ラ イバーに似てお り 、 バ

ル ク処理についてはサーバー側の Pervasive PSQL エンジンの ODBC イ ン

ターフ ェ イ スによ り 異な り ます。

Pervasive JDBC 1 ド ラ イバーからのア ッ プグレー ド

以前の Pervasive JDBC 1 ド ラ イバーをお使いの場合は、 以下の ト ピ ッ ク で

新しい JDBC 2 ド ラ イバーでの変更点について説明し ます。

JDBC API の改善点

ス ク ロール可能 － 相対位置および絶対位置の両方を設定する機能

変更可能 － さ らに SQL を実行する こ と な く  Insert、 Update、 および

Delete を行え る機能

動的および静的なサーバー側のカーソル － 自分自身またはほかの

ユーザーが行った変更を見たいかど う かを選択する機能

バッ チ ア ッ プデー ト  － た く さ んのオペレーシ ョ ンを待ち行列に入

れ、 それら を一度に実行する機能

文字エンコード のサポー ト  － 接続ご とにエンコード を変更でき る機能

表 1  Pervasive JDBC ド ラ イバーの新しい機能の概要

機能要素 注記

接続文字列 接続で、どのコード  ページを使用するかを指定す

る こ と ができ るパラ メ ーターが追加されま し た。

カーソルのサポー ト の向上 この ド ラ イバーは、 CONCUR_UPDATABLE、

TYPE_SCROLL_INSENSITIVE および 
TYPE_SCROLL_SENSITIVE をサポー ト し ます。

DataSource イ ン タ ー フ ェ イ

スのサポー ト

JNDI で Pervasive PSQL を登録し、 Pervasive 固有

の ド ラ イ バー機能か ら アプ リ ケーシ ョ ン を保護

し ます。
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Pervasive JDBC ド ラ イバーの概要
JDBC Optional Package のサポー ト

DataSource イ ン ターフ ェ イ ス  － データ  ソース  オブジェ ク ト を JNDI
に登録可能

接続プー リ ングのサポー ト  － 接続プー リ ング イ ン ターフ ェ イ スの完

全な実装

以前のバージ ョ ン との互換性

Pervasive JDBC バージ ョ ン 2 は以前のバージ ョ ン と互換性があ り ます。 以

前の リ リ ースの Pervasive JDBC ド ラ イバーでコ ンパイルされたアプ リ ケー

シ ョ ンは、 再コ ンパイルする こ と な く 、 新し い ド ラ イバーで動作し ます。

アプレ ッ ト は、 HTML フ ァ イル内の jar フ ァ イル名を  pervasiveJDBC.jar か
ら  pvjdbc2.jar に変更する必要があ り ます。

新しい ド ラ イバーは異なるパッ ケージ名を介し てア ク セス されます。

com.pervasive.jdbc.v2.Driver は JDBC 2 ド ラ イバーを読み込みます。

pervasive.jdbc.PervasiveDriver は JDBC 1 ド ラ イバーを読み込みます。

ク ラス名

Pervasive JDBC バージ ョ ン 2 ド ラ イバーでは、 ク ラ ス名は Sun が推奨する

基準に適合す る よ う に変更 さ れ ま し た。 Pervasive のすべての ク ラ ス は

com.pervasive.jdbc.v2 で 始 ま り ま す。 古 い バ ー ジ ョ ン で は、 ク ラ ス は

pervasive.jdbc で始ま っていま し た。
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Pervasive JDBC ド ラ イバーの制限

サポー ト されない API
Pervasive の JDBC ド ラ イバーは次の JDBC イ ン ターフ ェ イ ス をサポー ト し

ません。

Array

Blob

Clob

Ref

Struct

SQLData

SQLInput

SQLOutput

これらがサポー ト されないのは、 Pervasive PSQL エンジンがその基盤にあ

る  SQL 3 データ型を現在サポー ト し ていないためです。

ド ラ イバーの制限

"out" パラ メ ーターで long データ型を使用でき ません。

実際の最小フ ェ ッ チサイ ズは 2 行です。

結合で更新可能な結果セ ッ ト を持つこ と はでき ません。

"group by" で更新可能な結果セ ッ ト を持つこ と はでき ません。

JDBC ド ラ イバーは、 データ を UnicodeBig または UnicodeLittle 形式で

保存し ません。
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2
Pervasive JDBC 2 ド ラ イバー
を使用し たプログラ ミ ング
Pervasive PSQL の JDBC 2 機能の概要 

こ の章は、 以下のセ ク シ ョ ンから構成されています。

「環境設定の方法」

「JDBC プロ グ ラ ミ ング作業」

「Web ベース  アプ リ ケーシ ョ ンの開発」

「JDBC 2.0 Standard Extension API」

「接続および並行制御」

「ス ク ロール可能な結果セ ッ ト 」

「JDBC プロ グ ラ ミ ング例」
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Pervasive JDBC 2 ド ラ イバーを使用し たプログラ ミ ング
環境設定の方法

こ のセ ク シ ョ ンでは、 JDBC イ ン ターフ ェ イ ス を使用する場合の適切な設

定について説明し ます。

「CLASSPATH の設定」

「システム PATH の設定」

「Pervasive JDBC ド ラ イバーの Java 環境への読み込み」

「データ  ソースの指定」

「JDBC アプレ ッ ト の開発」

CLASSPATH の設定

Java アプ リ ケーシ ョ ンおよ びアプ レ ッ ト が Pervasive PSQL JDBC ド ラ イ

バー を 認識で き る よ う に、 CLASSPATH 環境変数に pvjdbc2.jar、
pvjdbc2x.jar、 および jpscs.jar フ ァ イルを含め る よ う に設定し て く だ さ い。

Windows プ ラ ッ ト フ ォ ー ム では、 デ フ ォ ル ト で こ れ ら の フ ァ イ ルは

Program Files フ ォルダー下の イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ \bin に存在し ま

す。 Linux では、 こ のフ ァ イルはデフ ォル ト で /usr/local/psql/bin に イ ン ス

ト ールされます。

Windows の場合 ：

set CLASSPATH=%CLASSPATH%;<pvjdbc2.jar デ ィ レ ク ト のパス >/
pvjdbc2.jar

set CLASSPATH=%CLASSPATH%;<pvjdbc2x.jar デ ィ レ ク ト のパス >
/pvjdbc2x.jar

set CLASSPATH=%CLASSPATH%;<jpscs.jar デ ィ レ ク ト のパス >     
/jpscs.jar

Linux の場合 ：

export CLASSPATH=$CLASSPATH:<pvjdbc2.jar デ ィ レ ク ト リ のパ
ス >/pvjdbc2.jar

export CLASSPATH=$CLASSPATH:<pvjdbc2x.jar デ ィ レ ク ト リ のパ
ス >/pvjdbc2x.jar

export CLASSPATH=$CLASSPATH:<jpscs.jar デ ィ レ ク ト リ のパス >
/jpscs.jar

システム PATH の設定 
共有 メ モ リ または IPX を使用し てデータベース  エンジンに接続する場合、

JDBC ド ラ イバーは pvjdbc2.dll を見つけ る必要があ り ます。 PATH 環境変

数に DLL の場所を含めて く ださ い。

set PATH=%PATH%;<pvjdbc2.jar デ ィ レ ク ト リ のパス >
8



環境設定の方法
ソ ケ ッ ト を使用し てデータベースに接続する場合、 DLL は必要と されませ

ん。

Pervasive JDBC ド ラ イバーの Java 環境への読み込み 
CLASSPATH 変数 を 設定す る と、 Java ア プ リ ケーシ ョ ン か ら  Pervasive
JDBC ド ラ イバーを参照する こ と ができ ます。 これは、 次の java.lang.Class
ク ラ ス を使用し て行います。

Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");

データ  ソースの指定

Java 環境に PervasiveDriver ク ラ ス を読み込んだ後、 Pervasive PSQL データ

ベースに接続する ために URL 形式の文字列を  java.sql.DriverManager ク ラ

スに渡す必要があ り ます。Pervasive JDBC ド ラ イバーの URL の構文は次の

とお り です。

jdbc:pervasive://< マシン名 >:< ポー ト 番号 >/< データ ソース >

た と えば、 Pervasive PSQL エンジンが DBSERV と い う マシン上にあって、

DEMODATA データベースに接続し たい場合の URL は次のよ う にな り ま

す （サーバーがデフ ォル ト のポー ト を使用する よ う に設定されている もの

と し ます）。

jdbc:pervasive://DBSERV/DEMODATA

し たがって、 DriverManager ク ラ ス を使用し てデータベースに接続する に

は、 次の構文を使用し ます。

Connection conn =           
DriverManager.getConnection("jdbc:pervasive://
DBSERV:1583/DEMODATA", loginString, passwordString);

"loginString" はユーザーのロ グ イ ン名を表す文字列で、 "passwordString" は
ユーザーのパス ワード を表す文字列です。

メ モ  JDBC アプレ ッ ト およびアプ リ ケーシ ョ ンがデータ にア ク セス

する ためには、指定し たホス ト  マシンで Pervasive PSQL エンジンが実

行されている必要があ り ます。

< マシン名 > Pervasive データベース  サーバーを実行するマシンのホス ト

名または IP ア ド レ ス。

< ポー ト 番号 > Pervasive データベース  サーバーが受信を行 う ポー ト 。 こ の

ポー ト のデフ ォル ト 値は 1583 です。

< データ ソース > アプ リ ケーシ ョ ンが使用する予定の Pervasive データベース

サーバー上の ODBC DSN の名前。
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JDBC アプレ ッ ト の開発

JDBC を使用し て Web ベース  アプ リ ケーシ ョ ンを開発するには、アプレ ッ

ト  ク ラ ス を含むコードベース  デ ィ レ ク ト リ に JDBC jar フ ァ イルを置いて

お く 必要があ り ます。

た と えば、 MyFirstJDBCapplet と 呼ぶアプ リ ケーシ ョ ンを開発する場合は、

MyFirstJDBCapplet ク ラ ス を含むデ ィ レ ク ト リ に pvjdbc2.jar フ ァ イルを置

く 必要があ り ます。 た と えば、 C:\inetpub\wwwroot\myjdbc\ と な り ます。

これによ り 、ク ラ イ アン ト  Web ブラ ウザーはネ ッ ト ワーク から  JDBC ド ラ

イバーをダウ ン ロード し、 データベースに接続でき ます。

また、 <APPLET> タ グ内に archive パラ メ ーターを指定する必要があ り ま

す。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

<applet CODE="MyFirstJDBCapplet.class"
        ARCHIVE="pvjdbc2.jar" WIDTH=641 HEIGHT=554>

メ モ：アプレ ッ ト のホス ト と なる  Web サーバーで Pervasive PSQL エンジン

が実行されている必要があ り ます。
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JDBC プログラ ミ ング作業

こ こ では、 JDBC プロ グ ラ ミ ングの重要なコ ンセプ ト に焦点を当てます。

接続文字列の概要

JDBC ド ラ イバーは、データベースの接続に URL を必要と し ます。Pervasive
JDBC ド ラ イバー用の URL 構文は以下の とお り です。

jdbc:pervasive://machinename:port number/

datasource[;encoding=;encrypt=;encryption=]

machinename は、 Pervasive PSQL サーバーを実行するマシンのホ ス ト 名ま

たは IP ア ド レ スです。

port number は、 Pervasive PSQL サーバーが受信を行 う ためのポー ト です。

こ のポー ト のデフ ォル ト 値は 1583 です。

datasource は、アプ リ ケーシ ョ ンが使用する予定の Pervasive PSQL サーバー

上の ODBC エンジン データ  ソースの名前です。

encoding= は、 文字エン コー ド です。 これは指定し た コード  ページを介し

て読み込んだデータ にフ ィ ルターをかけ る こ と がで き ます。 こ れに よ り

データが正し く 書式設定およびソー ト されます。

encrypt= は、JDBC ド ラ イバーが暗号化ネ ッ ト ワーク通信 （ワ イヤ暗号化と

も呼ばれます） を使用する必要があ るかど う かを決定し ます。

encryption= は、 JDBC ド ラ イバーが許可する暗号化の最低レベルを指定し

ます。

メ モ  JDBC アプ リ ケーシ ョ ンを実行するためには、Pervasive PSQL v11
SP1 エンジンは指定し たホス ト で実行されている必要があ り ます。

接続文字列の要素

JDBC を使用し て Pervasive PSQL データベースに接続する方法を次に示し

ます。

ド ラ イバー ク ラスパス

com.pervasive.jdbc.v2

ド ラ イバーを読み込むステー ト メ ン ト

Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");
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URL

jdbc:pervasive://server:port/
DSN[;encoding=;encrypt=;encryption=] 

または

jdbc:pervasive://server:port/
DSN[?pvtranslate=&encrypt=&encryption=] 

引数 説明

server ID または URL を使用し たサーバー名。

port リ レーシ ョ ナル イ ン ターフ ェ イ スのデフ ォル ト のポー ト は 1583 です。 ポー ト が指定さ

れない場合、 このデフ ォル ト が使用されます。

DSN 通常の ODBC メ ソ ッ ド を使用し てサーバーで設定する  DSN の名前。

encoding 「文字エン コード を使用する」 を参照し て く ださい。

encrypt JDBC ド ラ イバーが暗号化ネ ッ ト ワーク通信 （ワ イ ヤ暗号化 と も呼ばれます） を使用す

る必要があ るかど う かを決定し ます。 ( 『Advanced Operations Guide』 の 「ワ イ ヤ暗号化」

を参照し て く ださい。）

値 ： always （常時）、 never （し ない）

このオプシ ョ ンを指定し なかった場合、 ド ラ イバーにはサーバーの設定が反映されます。

これは、 " 必要な場合 " と同等です。

値 "always" を指定し た場合、 JDBC ド ラ イバーは暗号化を使用し ます。 ただし、 サーバー

がワ イヤ暗号化を許可し ていない場合はエラーを返し ます。 値 "never" を指定し た場合、

JDBC ド ラ イバーは暗号化を使用し ません。 サーバーがワ イ ヤ暗号化を要求し た場合は

エラーを返し ます。

JDBC ド ラ イバーでワ イヤ暗号化を使用するには、 別の JAR フ ァ イルが classpath に必要

と な り ま す。 こ の JAR フ ァ イ ル jpscs.jar はデ フ ォ ル ト で イ ン ス ト ール さ れ、 Java
Cryptography Extensions （JCE） を使用し ます。

encryption JDBC ド ラ イバーが許可する暗号化の最低レベルを決定し ます。

値 ： low （低）、 medium （中）、 high （高）

デフ ォル ト ： medium （中）

これらの値はそれぞれ 40 ビ ッ ト 、56 ビ ッ ト 、および 128 ビ ッ ト 暗号化に対応し ています。

次の例では、 JDBC ド ラ イバーは UTF-8 エン コー ド を使用し、 常に暗号化を要求し、 最

低で も  " 低 " レベルの暗号化を必要とする こ と を指定し ています。 そ う でない場合はエ

ラー コード を返し ます。

jdbc:pervasive://host/demodata?encoding=UTF-8&encrypt= 
always&encryption=low
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JDBC 接続文字列の例

JDBC ド ラ イバーを使用し て Pervasive データベースに接続する方法を次に

示し ます。

// Pervasive PSQL JDBC ド ラ イバーを読み込みます。
Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver")

// Pervasive JDBC URL 構文 :
// jdbc:pervasive://< ホス ト 名または IP ア ド レ ス >:
//   < ポー ト 番号 （デフ ォル ト  1583） >/<ODBC エンジン DSN>

String myURL = "jdbc:pervasive://127.0.0.1:1583/
demodata";

try
{

  // m_Connection = DriverManager.getConnection(myURL, 
username, password);

}
catch(SQLException e)
{
  e.printStackTrace();

  // その他の例外処理
}

文字エン コー ド を使用する

Java は文字列にワ イ ド文字を使用し ます。文字データはデータベース  エン

ジン とや り 取 り する ためにコード  ページに変換する必要があ り ます。文字

データは、 ド ラ イバー マネージャーに渡す接続文字列の中で "encoding" 属
性を使用し て指定し ます。

encoding 属性

encoding 属性は、 文字データの変換に使用する特定のコード  ページを指定

し ます。 encoding 属性をが指定されない場合は、 ク ラ イ アン ト  マシンに用

い られているデフ ォル ト のオペレーテ ィ ング シス テムのコー ド  ページが

使用されます。 これはク ラ イ アン ト と サーバーが同じオペレーテ ィ ング シ
ステムのエン コード を使用し ている こ と が前提です。

文字エン コー ド の使用例

public static void main(String[] args)
{
  // latin 2 エン コード を指定
  String url = "jdbc:pervasive://MYSERVR:1583/

SWEDISH_DB;encoding=cp850";
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  try
  {
    Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");
    Connection conn = 

DriverManager.getConnection(url);
    Statement stmt = conn.createStatement();
    ResultSet rs = stmt.executeQuery("select * from 

SwedishTable");
    rs.close();
    stmt.close();
    conn.close();
  }
  catch(Exception e)
  {
    e.printStackTrace();
  }
}

文字エン コー ドの注意点

1 つのデータベースに 2 つの異なるエン コード を使用し たテーブルがあ る

場合、 2 つの別個の接続を確立する必要があ り ます。 データベース  エンジ

ンは 1 接続につき  1 つのエン コード しか識別し ません。 こ のため接続ご と

に別個のエン コード を指定する必要があ り ます。

Pervasive JDBC ド ラ イバーは、 コード  ページのための Java ネイ テ ィ ブ サ
ポー ト を使用し ます。サポー ト される コード  ページの リ ス ト は Sun の Web
サイ ト  java.sun.com から入手でき ます。
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Web ベース アプ リ ケーシ ョ ンの開発 
こ こ では、Pervasive JDBC ド ラ イバーを使用し て Web ベースのアプ リ ケー

シ ョ ンを作成する方法を説明し ます。

アプレ ッ ト

JDBC を使用し て Web ベース  アプ リ ケーシ ョ ンを開発するには、アプレ ッ

ト  ク ラ ス を含むコードベース  デ ィ レ ク ト リ に JDBC jar フ ァ イルを置いて

お く 必要があ り ます。

た と えば、 MyFirstJDBCapplet と い う アプ リ ケーシ ョ ンを開発する場合は、

MyFirstJDBCapplet ク ラ ス を含むデ ィ レ ク ト リ に pvjdbc2.jar フ ァ イルま た

は pervasive jdbc パ ッ ケ ージ を 設定す る 必要が あ り ま す。 た と えば、

C:\inetpub\wwwroot\myjdbc\ と指定でき ます。 これによ り 、 ク ラ イ アン ト

Web ブ ラ ウザーはネ ッ ト ワーク か ら  JDBC ド ラ イバーをダウ ン ロー ド し、

データベースに接続でき ます。

また、 JAR フ ァ イルを使用する場合、 <APPLET>  タ グ内にアーカ イブ パ
ラ メ ーターを設定する必要があ り ます。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

<applet CODE="MyFirstJDBCapplet.class" 
ARCHIVE="pvjdbc2.jar" WIDTH=641 HEIGHT=554>

メ モ  Pervasive PSQL エンジンは、アプレ ッ ト のホス ト と なる  Web サー

バー上で運用し なければな り ません。

サーブレ ッ ト と  Java Server Page
Pervasive JDBC ド ラ イバーを使用し て Web ベースのアプ リ ケーシ ョ ンを作

成するには、 JSP を使用する こ と ができ ます。

次に示すのは、 Pervasive PSQL に含 ま れ る サ ン プル デー タ ベー ス の

DEMODATA のテーブルの 1 つを表示する  Java Server Page の例です。

<%@ page import="java.sql.*" %>
<%@ page import="java.util.*" %>

 <%
 Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");
 Connection con = 

DriverManager.getConnection("jdbc:pervasive://
localhost:1583/DEMODATA");

 PreparedStatement stmt = con.prepareStatement("SELECT * 
FROM Course ORDER BY Name");

 ResultSet rs = stmt.executeQuery();
 %>
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 <html>
 <head>
 <title>Pervasive PSQL JSP Sample</title>
 </head>
 <body>

<h1>Pervasive PSQL JSP Sample</h1>
<h2>Course table in DEMODATA database</h2>
<p>
こ の例は、 Pervasive PSQL データベースにあ る DEMODATA データ
ベースの Course テーブルを開き、 そのテーブルの内容を表示し ます
</p>

 <table border=1 cellpadding=5>
 <tr>
 <th>Name</th>
 <th>Description</th>
 <th>Credit Hours</th>
 <th>Department Name</th>
 </tr>

 <% while(rs.next()) { %>
    <tr>
    <td><%= rs.getString("Name") %></td>
    <td><%= rs.getString("Description") %></td>
    <td><%= rs.getString("Credit_Hours") %></td>
    <td><%= rs.getString("Dept_Name") %></td>
    </tr>
 <% } %>

 
</table>

</body>
</html>

サーブレ ッ ト と  JSP に関する情報

サーブレ ッ ト と  JSP の詳細に関し ては、 Sun の Web サイ ト  java.sun.com を
参照し て く ださい。
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JDBC 2.0 Standard Extension API
接続文字列はベンダー固有であ る ため、 Sun は DataSource イ ン ターフ ェ イ

ス仕様を作成し ま し た。 これは、 Java レジス ト リ と し て機能する  JNDI を
利用し ます。 DataSource イ ン ターフ ェ イ スによ り 、 JDBC 開発者は名前付

きデータベース を作成する こ と ができ ます。開発者は、 JNDI にデータベー

ス名 と ベンダー固有の ド ラ イバー情報を登録し ます。 そ う する と、 JDBC
アプ リ ケーシ ョ ンはデータベース を ま った く 知る必要がな く 、 「ピ ュ アな

JDBC」 と な り ます。

Pervasive JDBC ド ラ イバーは JDBC 2.0 Standard Extension API をサポー ト し

ま し た。現在、Pervasive JDBC ド ラ イバーは次のイ ン ターフ ェ イ ス をサポー

ト し ています。

javax.sql.ConnectionEvent

javax.sql.ConnectionEventListener

javax.sql.ConnectionPoolDataSource

javax.sql.DataSource

javax.sql.PooledConnection

メ モ  こ れら のイ ンタ ーフェ イ ス は、 コ ア  JDBC API を  100% ピュ アな

Java と し て維持する ため、pvjdbc2x.jar に別にパッ ケージさ れていま す。

現時点では Pervasive は RowSet イ ン ターフ ェ イ スの実装を提供し ていませ

んが、 Pervasive JDBC ド ラ イバーは Sun の RowSet イ ン ターフ ェ イ ス  の実

装で検証済みです。

DataSource
Sun はアプ リ ケーシ ョ ン開発者が ド ラ イバーに依存し ないアプ リ ケーシ ョ

ンを作成する方法を提供し ています。DataSource イ ン ターフ ェ イ ス と  JNDI
を使用する こ と によ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンは標準の方法でデータにア ク セ

スでき、 接続文字列のよ う な ド ラ イバー固有の要素をな く すこ と ができ ま

す。 DataSource イ ン ターフ ェ イ ス を使用する には、 データベース を  JNDI
サービ ス  プ ロバイ ダーに登録する必要があ り ます。 そ う する と、 アプ リ

ケーシ ョ ンはデータベースに名前でア ク セスする こ と ができ ます。

次に DataSource イ ン ターフ ェ イ スの使用例を挙げます。

// このコード は、 DataSource を登録するために、
// 管理者が実行する必要があ り ます。
// このサンプルは、 Sun の参照 JNDI 実装を使用し ます。

public void registerDataSources()
{ 
17
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// この例では JNDI フ ァ イルシステム 
// オブジェ ク ト を レジス ト リ と し て使用し ます。

  Context ctx;    
  jndiDir = "c:\\jndi";
  
  try 
  {
    Hashtable env = new Hashtable (5);
    env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, 

"com.sun.jndi.fscontext.RefFSContextFactory");
    
    env.put(Context.PROVIDER_URL, jndiDir);
    ctx = new InitialContext(env);
  }
  catch (Exception e)
  {
    System.out.println(e.toString());
  }
  
  // demodata を通常のデータ ソース と し て登録
  com.pervasive.jdbc.v2.DataSource ds = new 

com.pervasive.jdbc.v2.DataSource();
  String dsName = "";
  
  try
  {
    // ユーザー名、 パス ワード、 ド ラ イバーの種類、
    // およびネ ッ ト ワーク プロ ト コルを設定
    ds.setUser("administrator");
    ds.setPassword("admin");
    ds.setPortNumber("1583");
    ds.setDatabaseName("DEMODATA");
    ds.setServerName("127.0.0.1");
    ds.setDataSourceName("DEMODATA_DATA_SOURCE");
    ds.setEncoding("cp850");
    dsName = "jdbc/demodata";
    
    // バイ ン ド
    try
    {
      ctx.bind(dsName,ds);
      System.out.println(" バウ ン ド データ ソース [" + 

dsName + "]");
    }
    catch (NameAlreadyBoundException ne)
    {
      System.out.println(" データ ソース [" + dsName + 

"] は既にバイ ン ド されています ");
    }
18
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    catch (Throwable e)
    {
      System.out.println("JNDI バイ ンド  エラ ー :");
      throw new Exception(e.toString());
    }
  }
}

// この DataSource をアプ リ ケーシ ョ ンで使用するには、
// 次のコード を実行する こ と が必要

public DataSource lookupDataSource(String ln) throws 
SQLException

{
  Object ods = null;
  Context ctx;
  
  try 
  {
    Hashtable env = new Hashtable (5);
    env.put (Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, 

"com.sun.jndi.fscontext.RefFSContextFactory");
    
    // JNDI デ ィ レ ク ト リ を作成し、 その名前を返す
    // ただしそのデ ィ レ ク ト リ がまだ存在し ていない場合のみ
    
    String jndiDir = "c:\\jndi";
    
    env.put(Context.PROVIDER_URL, jndiDir);
    ctx = new InitialContext(env);
  }
  catch (Exception e)
  {
    System.out.println(e.toString());
  }
  try 
  {
    ods = ctx.lookup(ln);
    if (ods != null)
       System.out.println(" データ ソース [" + ln + "]"+"

が見つか り ま し た ");
    else
      System.out.println(" データ ソース [" + ln + "]"+"

が見つか り ません ");
  }
  catch (Exception e)
  {
    throw new SQLException(e.toString());
  }
  
19
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  return (DataSource)ods;
}

// ConnectionPoolDataSource も 
// 同様に扱われる こ と に注意
20
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接続および並行制御 
単一の Pervasive JDBC 接続は、 簡単に複数ス レ ッ ド をサービ スする こ と が

でき ます。 ただし、 接続がス レ ッ ド  セーフの と き、 その接続によ って作成

さ れたオブジ ェ ク ト はス レ ッ ド  セーフにはな り ません。 た と えば、 ユー

ザーは 4 つのス レ ッ ド を作成でき ます。 これらのス レ ッ ド は、 それぞれの

Statement オブジェ ク ト を与え られます（すべて同じ  Connection オブジェ ク

ト によ って作成される）。 4 つのス レ ッ ド はすべて同一接続を使用し、 同時

にデータ を送った り リ ク エス ト し た り する こ と ができ ます。 これは、 4 つ
の Statement オブジ ェ ク ト が同一 Connection オブジ ェ ク ト を参照し、 読み

込みと書き込みがこ のオブジェ ク ト 上で同期する こ と によ り 、動作し ます。

ただし 、こ のアク セス が同期し ていなければ、 1 番目のス レ ッ ド は 2 番目の

ス レ ッ ド の Statement オブジェ ク ト にアク セス する こ と はでき ま せん。 こ の

こ と は、 JDBC API 内のほかのすべてのオブジェ ク ト にも 当てはま り ま す。
21



Pervasive JDBC 2 ド ラ イバーを使用し たプログラ ミ ング
スク ロール可能な結果セ ッ ト  
ス ク ロール可能な結果セ ッ ト によ り 、 結果セ ッ ト 内を前方または後方へ移

動する こ と ができ ます。 こ のタ イプの移動は、 それぞれ相対または絶対に

分類されます。 first （）、 last （）、 beforeFirst （）、 afterLast （）、 および absolute
（） メ ソ ッ ド を呼び出し て、 ス ク ロール可能な結果セ ッ ト のすべてに位置付

ける こ と ができ ます。 相対的な位置付けは next （） 、 previous （） 、 および

relative （） メ ソ ッ ド を使用し ます。

また、 ス ク ロール可能な結果セ ッ ト は更新可能または読み込み専用にする

こ と ができ ます。 これは、 その基盤にあ るデータベースに変更を加え る こ

と ができ るかど う かに関係し ます。 そのほかの用語と し て、 センシテ ィ ビ

テ ィ は、 これらの変更が現在の結果セ ッ ト に影響するかど う かに関連し ま

す。

センシテ ィ ブな結果セ ッ ト は、 これに行われた Insert、 Update、 Delete の結

果をすべて反映し ます。 Pervasive PSQL の場合、 イ ンセンシテ ィ ブな結果

セ ッ ト は こ れに加え ら れた変更を一切反映し ません （データ の静的な ス

ナッ プシ ョ ッ ト です）。言い換え る と、自身またはほかの人が行った変更を

知る こ と ができ ません。

センシテ ィ ブおよびイ ンセンシテ ィ ブな結果セ ッ ト は、それぞれ ODBC の
動的および静的に対応し ます。 センシテ ィ ブな結果セ ッ ト は、 ト ラ ンザク

シ ョ ン 分離レベルに READ_COMMITTED が設定されている場合、 自身で

行った変更およびほかの人が行った変更を反映し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン

分離レベルは、 Connection オブジェ ク ト を使用し て設定し ます。 結果セ ッ

ト のタ イプはステー ト メ ン ト 作成で設定されます。

結果セ ッ ト が イ ンセンシテ ィ ブの場合、 現在の行番号を判断する ために

getRow （） メ ソ ッ ド 呼び出 し を行 う こ と がで き ます。 ま た、 イ ンセン シ

テ ィ ブな結果セ ッ ト では、 isLast （）、 isFirst （）、 isBeforeFirst （）、 および

isAfterLast （） 呼び出し を行 う こ と ができ ます。 センシテ ィ ブな結果セ ッ ト

では、 isBeforeFirst （） および isAfterLast （） のみを呼び出すこ と ができ ま

す。 また、 イ ンセンシテ ィ ブな結果セ ッ ト では、 ド ラ イバーはユーザーが

指示し たフ ェ ッ チ方向を受け入れます。 センシテ ィ ブな結果セ ッ ト では、

ド ラ イバーは指示されたフ ェ ッ チ方向を無視し ます。
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JDBC プログラ ミ ング例

次の例では、 "MYSERVER" サーバー上の "DB" と い う 名前のデータベース

への接続を作成し ます。 それから、 その接続上にセンシテ ィ ブで更新可能

な Statement オブジェ ク ト を作成し ます。 その Statement オブジェ ク ト を使

用し て "SELECT" ク エ リ を実行し ます。結果セ ッ ト  オブジェ ク ト が取得さ

れる と、 "absolute" 呼び出し を行い、 5 番目の行に移動し ます。 5 番目の行

の 2 番目の列が整数値 101 に変更される と、 "updateRow" 呼び出しで実際

にその更新を行います。

Class.forName("com.pervasive.jdbc.v2.Driver");
Connection conn=
DriverManager.getConnection("jdbc:pervasive://

MYSERVER:1583/DB");

Statement stmt =
conn.createStatement(ResultSet.TYPE_SCROLL_SENSITIV

E, ResultSet.CONCUR_UPDATABLE);

ResultSet rs = 
m_stmt.executeQuery("SELECT * FROM mytable");

rs.absolute(5);
rs.updateInt(2, 101);
rs.updateRow();

rs.close();
stmt.close();
conn.close();
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3
JDBC API のリ フ ァ レンス
JDBC API は、 Java プロ グ ラ ミ ング言語を使用し た、 データベース と の標

準イ ン ターフ ェ イ スです。

こ の章では、 以下の項目について説明し ます。

「JDBC API の リ フ ァ レ ン ス」

「JDBC サンプル」
25
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JDBC API のリ フ ァ レンス

JDBC は、 Sun Microsystem の Web サイ ト に記載されている標準 API です。

java.sun.com  で JDBC および JDBC に関する ド キ ュ メ ン ト の内容を参照し

て く ださい。 ただし、 「Pervasive JDBC ド ラ イバーの制限」 に記述されてい

る  Pervasive ド ラ イバーの API の制約に注意し て く ださい。

そ の 他、 JDBC プ ロ グ ラ ミ ン グ に つ い て の 有 用 な サ イ ト と し て

jakarta.apache.org の Tomcat 情報や www.apache.org の Apache 情報があ り ま

す。

Pervasive の JDBC ド ラ イバーを用いたプロ グ ラ ミ ングに関する概念情報に

ついては、 以下の ト ピ ッ ク を参照し て く ださ い。

「Pervasive JDBC ド ラ イバーの概要」

「Pervasive JDBC 2 ド ラ イバーを使用し たプロ グ ラ ミ ング」
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JDBC サンプル

Pervasive PSQL SDK では Web ダウ ン ロード によ り 、 JDBC のサンプルが入

手可能です。 デ フ ォ ル ト の場所に イ ン ス ト ールす る 場合、 こ の場所は

file_path\PSQL\SDK\JDBC\SAMPLES です （file_path はデ フ ォ ル ト で

\Program Files\Pervasive Software です）。

Pervasive PSQL フ ァ イ ルのデ フ ォ ル ト の保存場所については、 『Getting
Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive PSQL フ ァ イルがイ ン ス ト ール

される場所」 を参照し て く ださい。
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